




星 合 孝 男
1989年10月9日から22日までの間,パ リで開催された
第15回南極条約協議会議は,いわば南極環境問題会議と



































ビー氏を議長とする分科会が専 ら検討 した.他 の議題は
ガラーサ(ウ ルグアイ)氏 を議長とする分科会に付記 さ
れた.と ころが,議 題7は会議冒頭からの議論が結着せ












会議には,オ ース トラリア,フ ランスが共同 して条約の
骨子原案を提出したのであった,特 に,鉱物資源活動規
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定した.ま た,史 蹟(HM)の 保存にも意を用いてきた.
しか し,保護の対象を生態系のみに置いているSPAに,

























福 地 光 男
平 成 元 年U月6日 ～17日の 間,オ ー ス トラ リ ア の ホ
バ ー ト市 にお い て,標 記 会 合(CCAMLR)が 開 催 され
た.委 員 会 を構 成 す る19か 国 ・EEC,　お よ び,オ ブ
ザ ー バ ー 国4か 国,オ ブ ザ ー バ ー 組 織 の 代 表 な ど
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(ASOC;　Antarctic　andSouthern　Ocean　Coalitionを含
む)95名が 出 席 した.日 本 か らは 水 産庁 遠 洋 課 後 藤 暁 課
長 補 佐 を代 表 に10名が 参加 した.
過 去 の会 合 に は 極地 研 究 所 星 合 孝男 所 長,内 藤 靖 彦 教
授 らが 出席 して お り,会 合 の報 告,お よび,関 連 の 報 告
は極 地 研 ニ ュー ス 第51,62,63,67.69,82号に ま とめ
られて い る.
会期 の 前 半 は 主 と して科 学 委 員 会 に 当て られ,後 半 は
科 学 委 員会 の 報告 を基 に生 物 資 源 保 存 に関 す る諸 問 題 に
つ いて の 検 討 が 委 員会 で行 わ れ た .筆 者 は 科 学 委 員 会 に
の み 出 席 した の で,2-3の トピ ック スや 印 象 につ い て
報 告 す る.
科 学 委 員 会 は英 国 南 極 調 査 所1.　Everson博士 を議 長
に11月6日一10日の 間 開催 され た.
1988年7月1日 ～1989年6月31日の 漁 期 に ,メ ンバ ー
国6ヶ 国 に よ ってCCAMLR海 域 内 に お い て 商 業 漁 獲
が 行 わ れ た.フ ラ ン ス は 魚 類 を,チ リ ・日本 ・韓 国.
ポ ー ラ ン ドは ナ ンキ ョク オ キ ア ミを中 心 に,ソ 連 は両 方
を漁 獲 した.
ナ ン キ ョ クオ キ ア ミの 漁 獲 最 は39万5.470トンで 前 年
に 比 べ 約6.7%増加 し,過 去7年 間 で2番 目に 多 か っ た.
特 に 大 西洋 区(48海区)の 南 極 半 島域(48.1区)と サ ウ
ス ・ジ ョー ジ ア域(48.3区)で の 漁獲 増 が 目立 っ た.オ
キ ア ミの ロ ー カ ル な資 源 量 や 南 極 海全 体 の資 源量 に対 す
る 漁 業 の イン パ ク トを評 価 す る段 階 に は い まだ至 って い
な い.し か し,48.3区とい った ロー カ ル な海 区に 限 る と,
海 鳥.海 獣 類 の摂 食 時 期 と オキ ア ミ漁 期 が オ ーバ ー ラ ッ
プ す る こ とに よ り生 態 系 へ の イ ンパ ク トを懸 念 す る意 見
もあ り,科 学 委 員 会 の 一.一部 に は 早 く もオ キ ア ミ漁 獲 量 に
予 防 的 な上 限 を設 け るべ きで あ る との強 硬 意 見 もあ った.
生 態 系 モ ニ タ リン グ との 絡 み に お いて,オ キ ア ミ漁 業 の
規 制 が実 施 され る可 能性 が予 想 され る.こ れ に関 連 し,
陸 上 を基 地 と した モ ニ タ リ ング地 点の 登 録 と保 護 に 関す
る 緊急 の処 置 の必 要性 が打 ち 出 さ れた.ま た,モ ニ タ リ
ング の標 準 的 手 法 の 改 定 版が 提 示 され た .
魚 類 の 総 漁 獲 量 は10万4,405トンで,前 年 に比 べ て1
万6,051トン増 加 し た.主 に 大 西 洋 区 と イ ン ド洋 区(58
海 区)で 漁獲 され た.こ の 内,コ オ リ カマ ス は 約4万
5,000トンを 占 め.資 源 量 の 減 少 が 指 摘 さ れ,1989/90
年 漁 期 は,禁 漁期 の 設定 や漁 獲 量 の制 限 が な され た.ソ
連 に よ るハ ダ カ イワ シ の 漁獲 量 が 約3万 トン と急 増 した
こ と に対 して 懸念 が 示 された.ま た,他 の4魚 種 につ い
て は直接 漁 獲 が 禁止 さ れ た.延 縄 漁 業 に つ い て は ア ホ ウ
ドリ等 の 海 鳥 の混 獲,死 亡 例 が 報 告 され た.そ の他,48
海 区 にて ス ル メ イカ 類の 漁 獲8,23トンが イギ リス よ り報
告 さ れ た.
海 産 哺 乳 類 と鳥 類 資 源 に つ い て は,イ ギ リ ス よ り
CCAMLR海 域 外 の 延縄 漁 業 の 混獲 に よ りワ タ リア ホ ウ
ドリ生 存 数 の 減少 が 明 ら かに され た.ま た,漁 具 や梱 包
材 料 等 の マ リ ンデ ブ リス に よ る海 鳥 や あ ざ ら し等 の死 亡
例 が 報 告 され た.
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昨 年 の 第7回 委 員 会 にお いて,科 学 委 員 会 に 対 して,
m枯 渇 した,お よ び,枯 渇 しつ つあ る資 源 の実 用 的 な定
義,〔2)生態 系 に何 ら か の変 化 が 生 じた時,そ の 変 化 が 自
然 的 な変 化 に よる の か,そ れ と も漁 業 に よ るの か の 区 別,
の2点 に つ い て 意 見 が 求 め られ てい たが,現 段 階 で は ま
だ結 論 を出 せ な い と し,今 後 と も科 学 委 員 会の4つ の作
業部 会 の 活 動 を通 して,引 き続 き検 討 を重 ねて 行 く こ と
と した.
こ れ まで 科 学 委 員 会 の 副 議 長 で あ っ た 嶋 津 靖 彦(日
本)とE,　Marschoff　(アル ゼ ンチ ン)の 任 期 満 了 に 伴
い,　T,　G,　Lubimova　(ソ連)とG,　 Duhamel　(フラ ン
ス)が 次 の 副 議 長 に 選 出 され,任 期 は1991年の 会 合 終f
まで とな った.
CCAMLRの 会 合 は今 回 で8回 目 と な り,予 定 さ れた
議 題 の検 討,そ して,科 学 委 員 会 の レポ ー トの 採 択 まで



























射することで,地 表面を温める働 き,「温室効果」 をも


























パネルを構成 した.5日 間の会議の内,前1日 半は全体
会議,後 は各パネルでの検討,そ して随時全体会,と い
う型で進んだ.
課題(1)については,放射収支を士10W/m2以内に求め
るべ しという要求に対 し,現状は衛星キ ャリブレーショ
ンに20%,即ち40W/m2の誤差があることが示された.
地上観測と比べると,2週 間程度の比較では10%以内に























衛星セ ンサーのキャリブ レーシ ョンに関連 して,
AVHRR可視チャンネルの大 きい劣化が報告された.
NOAA-　6は0%/年,　 NOAA-7は3.5%/年,




(短報)が 行われ,我 々の興味ある報告があった.筆 者
も,この場で南極域におけるNOAA衛 星観}則による雲












大陸東岸,チ ベット高原,砂漠,シ ベ リヤ,グ リーンラ
ンド海.北 極海等である.具体的な観測点の候補地とし
て,既 存の観測所を中心に出席者から紹介があった.日








南 ドイツ,マ イン川のほとりの歴史的な街 ビュルップ
ルク.その街並みを見下す小高い丘,ブ ドウ畑に囲まれ
た,城 を形どったホテル　(Schloss　Steinberg)　で会議は
行われた.ち ょうどブ ドウの取入れも終 り,今年のワイ
ンは良いできだったとか….果 して将来この気候がどう
変っていくのか,ブ ドウ酒のできの良 し悪 しに止らない
重大な問題の鍵を秘めているのであった.
(筆者:国 立極地研究所地球物理学研究部門助教授)
西独 におけ る"第3回CO2デ ータの解析 およ
び評価 に関す る国際 カンファレンス"報 告
青 木 周 司
第3回 カ ンフ ァレ ン スは1989年10月16日か ら20日にか
け て,西 ドイ ツ南 部 の 黒 い 森　(the　black　F。rest)　に あ
る 保 養 地 ヒ ン ター ザ ー テ ン(Hinterzarten)の公 営 集 会
所　(Kurhaus)　で 開催 され た 。 この 村 は た いへ ん 風 光 明
媚 で,季 節 が ら空 気 が 澄 み 青 い 空 に映 え る紅 葉が 印象 的
だ った。 日本 か ら は北 大 の 角 皆 静 男 先 生,東 北大 の 中澤
高 清 さん,気 象研 究 所 の 井 上 久 幸 さん,名 大 の松 本英 二
先 生 と大学 院生 の 北 川 さん,そ れ に私 の 計6名 が 参加 し
た 。 カ ンフ ァ レン スが 始 ま る前 日 の夕 方 に,集 会 所の 近
くに あ る ホ テ ルで,ア イ ス ブ レー カ ーが あ った。 これ は

















定,CO2に含 まれる同位体の測定,大 気 と陸上植物の



























































































































































うが,こ れに加えて,外 国に対 して我々の成果を積極的









第31次南極 地 域 観 測 隊(内 藤 靖彦 隊 長 以 下55名,同 行
者4名,う ち2名 は オ ー ス トラ リアの プ リ マ ン トル港 か
ら乗船)を 乗せ た観 測 船 「し らせ」 は,11月14日脚 午 前
11時家族 を は じめ,関 係 者 多 数 の 見送 りの 中,東 京港 晴
海 埠頭 か ら 南極 に 「i']けて出 港 した。
第31次隊 は,12月.ド旬 に ブ ラ イ ド湾 に到 着 し,あ す か
観 測 拠 点 に約170トン の物 資 を輸 送 す る。1月 .ヒ旬 に は
昭 和 基 地 に 回航 し,約630ト ンの 物 資 を輸 送 す る とと も
にT200kl油タ ン ク,配 線 ラ ッ ク及 び 廃 棄 物 処 理 施設 等
の 建設 作 業 を行 う。
な お,第30次 越 冬 隊 との 越 冬 交代 を2月 上 旬 を 目標 に
実 施 す る
第31次隊 は第30次隊 に引 き続 き観 測 を行 うほ か 、2機
の小 型 ヘ リ コ プ タ ー を用 い て セ ー ル ロ ン ダー ネ 山地 地 域
の地 学 ・生物 ・雪 氷 の 調 査 を行 う。
その 後 「し らせ 」 は 、 ア ム ンゼ ン湾 に 向か い沿 岩露 岩
域 にお い て地 学 ・生 物 の 野 外 観 測 を実 施 しつ つ,3月 上
旬 に南 極 圏 を離 れ て オ ース トラ リア の シ ドニ ー に 入港 す
る。
第30次越冬 隊 員,第31次 夏 隊 員 は,3月28F1シ ドニ 一ー
か ら空 路 帰 国 し,「 しら せ」 は4月13U東 京 港 に 入港 の
予定 で あ る。













































けてA級,25日にはC級 のブリザー ドが記録 されるな
ど中,下 旬は悪天 となる日が多かった。特にA級 ブ リ
ザー ド時には11月の観測史上第1位 の強風を記録した。
このため各所に多量の ドリフトが付き,一部除雪を始め
ていた道路等 もまたやり直 しという状態になって しまっ
た。また,海氷上に駐機 してあった飛行機もドリフトに
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南 極 月 別 気 象 資 料(Menthly　Chmat}c　Data　for　Japanes.　e　Antarctic　Stations}
'r均気 温(MeantemP .)　(℃)
最 高 気 温(Max.temP.)1℃)
最 低 気 温{Min.temp.)1℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mea【1　pressure.　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧 　 〔Mean　vaPour　pressure)　Cmb)
平 均 相 対 湿 度 〔Mean　rclative　hunlidity)　〔%}
'ド均 風 速(M
ean　wind　speed)　〔m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wlnd　speed,
10.min.mean)〔1n/s)
瞬 間 最 大 風 速CGust)　 〔m/s)
平 均 雲 量 〔Mean　cloud　cover)　(レ10)
快 晴 日 数 　〔Number　of　clear　days)






















あ す か 観測 拠 点
(Asuka:89524)
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